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縄文土器文様をもとにした音楽づくりの試み（第５報）
― 小学校６年生音楽科授業における実践と課題 ―
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１．これまでの経緯
１.１　2020年度の実践
　筆者らは 2016 年度以来、学内外の関係機関・関係者の協力を得て学科・科目横断型の体

験プログラムとして〈縄文×音楽〉プロジェクトを実施してきた。現在、縄文土器などの

文化財は、単に歴史資料とするだけでなく、文化財活用の方向性の１つとして、表現活動

などの新たな価値の創造への活用の機運が高まってきている。そうした中で、実践例の少

ない音楽分野と連携し、土器自体を踏まえた音楽創作を目指したものである。具体的には、

〈縄文土器を観察し、その文様にルールがあることを、「音楽を形づくっている要素」（反復、

変化、音の重なり、強弱など）という観点から読み取り、音素材としては、縄文時代当時

に身近に存在した木の実、骨、貝、石や枝などの自然素材を用いて、当時の生活を想像し

ながら、音楽づくりを行う〉というプログラムである。

　経緯や基本的な考え方については既報（中根八幡遺跡学術発掘調査団 2017、早川・中村

2019、黒子ほか 2020、中村・早川 2021 １））に詳しく説明しているが、社会科（考古学）学

習・音楽科学習や異文化理解・総合力・独創性などを養う新感覚体験プログラムの開発を

目指したものである。2020 年度より３か年計画で、「縄文土器文様を奏でる：考古学と音

楽教育の協同による新感覚体験学習プログラムの創出」（20K20851）の課題名のもと日本

学術振興会学術研究助成基金（挑戦的研究（萌芽））の採択を受けて活動を継続している。

　本稿では、2020 年 12 月に兵庫県尼崎市立下坂部小学校で実践した授業について報告する。
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１. ２　2019年度までの成果と課題
　2019 年度には、栃木市立小野寺南小学校での小学生と短期大学生の表現活動交流会の一

環として、全校児童を縦割りにして編成された８つのグループによる夏・冬２回の実践を

行った。

　このうち、前稿（中村・早川 2021）では、冬の実践の成果として、縄文土器の文様構造

が具体的に把握されたこと、自然の音素材や合奏に驚きや楽しさが見出されたこと、〈縄文

×音楽〉の組み合わせの新規性や実物に触れる感動が見出されたことなどを挙げることが

できた。

　一方課題として、把握された文様の特徴を１つの楽曲としてまとめ上げる表現が困難で

あることを認識した。その要因として、①音楽の構造に関する知識や演奏技能のレベルの

異なる異学年グループであったこと、②用意した音素材の音質が似ており音高の変化が出

せないこと、③文様を音に変換する際に、文様のどの範囲を単位とすべきかわかりづらかっ

たこと、の３点を挙げた。旧稿（早川・中村 2019）でも触れた「音楽づくりとして自立さ

せる活動」となり得たか、すなわち、土器文様の模倣に留まらず、土器文様から発想する

創造的な音楽づくりへの展開という大きな課題も残された。

２．実践報告
２．１　対象校・日時・授業者
　2020 年 12 月、兵庫県尼崎市立下坂部小学校６年生（２クラス計 59 名）を対象とし、授

業は各クラス全４時間（45 分×４時間）で行った。授業者は、１～２時間目は同校音楽専

科の太田裕子教諭である。３～４時間目は、太田教諭の指導に、ゲストティーチャーとし

て尼崎市立歴史博物館の高梨政大学芸員・新里遥学芸員と中村・早川が加わった。

　まず、本実践を計画するにあたっては、事前に中村が尼崎市立歴史博物館へ出向き、所

蔵している土器から授業で借用する土器を選定した。実践校が所在する尼崎市は、縄文時

代は海であったため、縄文土器がほとんど出土しておらず、地域とのつながりも踏まえ、

同館で所蔵している弥生土器を借用することにした。授業者の太田教諭にも同席して頂き、

中村と学芸員から土器の文様について説明し、授業内容の打ち合わせを行った。その後の

筆者らと太田教諭との打ち合わせはオンラインで行ない、当日の授業の準備を進めた。なお、

児童は、本題材前の音楽学習の中で、図形楽譜をもとした音楽づくりの活動を経験している。
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２. ２　題材について
題材名：「縄文土器・弥生土器の文様をもとに音楽をつくろう」

　本題材は、音楽科（音楽づくりの活動）を主体に、社会科（考古学分野）との横断的な

授業として設定した。新しい時代に求められる子どもの資質・能力を育み、他教科等との

学びをつなぎ、地域の特性を生かしながら、「主体的で・対話的で深い学び」を実現できる

授業を目指した。博物館の学芸員と筆者（中村）が、縄文、弥生時代の暮らしや、土器文

様の特徴などを解説したうえで、現代とは大きく異なった生活をしていた縄文、弥生時代

の人々と児童が音楽を通して交流を図ることをねらいとした。

２. ３　題材の目標
（１）・縄文、弥生時代の暮らしや土器の特徴を理解する。

・土器文様の特徴に気づき、当時存在した自然素材を音素材として、思いや意図に

合った表現をするために、「音楽を形づくっている要素」と関連させながら音楽をつ

くる技能を身に付ける。

（２）・歴史上の事象の変化に気づき、表現する。

・土器文様の特徴に気づき、「音楽を形づくっている要素」である「強弱」「音の重

なり」「反復」「呼びかけとこたえ」などと関連付けて考え、即興的に表現すること

を通して、音楽づくりの様々な発想を得る。

・「音楽を形づくっている要素」との関わりを踏まえ、自然素材を用いて文様をどの

ように表現したらよいか思いや意図をもつ。

（３）・土器文様の特徴と、「音楽を形づくっている要素」との共通性に興味・関心をもち、

当時存在した自然素材を音素材として用いて、音楽活動を楽しみながら主体的・協

働的に音楽づくりの学習活動に取り組む。

　今回は、地元尼崎市の弥生土器も用いることとしたため、社会科的な目標として歴史上

の事象の「変化」を加えた。また、土器の読み取りと音楽づくりの共通の視点として、小

学校学習指導要領（音楽）で示された「音楽を形づくっている要素」を強く打ち出した。また、

弥生土器を用いることから、音素材の中にコメを加えた。

　なお、本実践の内容については研究成果の一部としてダイジェスト版の映像を作成し、

YouTube に公開しているので、適宜参照いただきたい２）。
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２. ４　題材の評価規準

２. ５　指導計画について
　本題材は４時間扱い（45 分×４）で、２. ５. １のように指導計画を立てた。第１時は、

太田教諭が、縄文土器・弥生土器文様の施文方法の動画（事前に中村が作成）を活用しながら、

米粘土に施文の仕方を指導した。花弁形に文様を施文するなど造形的に優れた作品を生み

出した児童も現れた（写真１）。その後、グループ（１グループ７名程度）ごとに、施文し

た粘土を組み合わせや並べ方を工夫しながら配列し、声や体などを使って即興的な表現を

試みた。

　第２時は、事前に小学校に送付しておいた、縄文時代と弥生時代にあり得た自然素材を

音素材として活用し、１時間目に施文した粘土を並べて音を出した（写真２）。特に今回の

実践はコロナ禍ということもあり、感染対策を十分に考慮し、豆類、木の実類、コメなど

の音素材は１人１セット用意して配布した（写真３）。

　第３～４時は、筆者らと尼崎市立歴史博物館の学芸員がゲストティーチャーとして、太

田教諭とともに授業を行った。ここでは同館の協力を仰ぎ、土器を借用したほか、尼崎が

縄文時代に海だったことや、校区内に弥生時代の遺跡があることなど、尼崎の縄文・弥生

時代の生活について新里学芸員から話をして頂いた（写真４）。その後、音楽づくりの練習

として中村の指揮のもと弥生土器の文様をもとに自然素材を用いて全員で音を出した上で、

グループごとに弥生土器や栃木から持ち込んだ縄文土器について観察し（写真５）、土器文

様の特徴をもとにした音楽づくりを行い、最後に発表し、聴き合った（写真６）。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
①縄文、弥生時代の暮らしや

土器の特徴を理解してい
る。

②土器文様の特徴に気づき、
当時存在した自然素材を音
素材として、思いや意図に
合った表現をするために、

「音楽を形づくっている要
素」と関連させながら音楽
をつくる技能を身に付けて
いる。

①歴史上の事象の変化に気づ
いている。

②土器文様の特徴に気づき、
「音楽を形づくっている要
素」である「強弱」「音の
重なり」「反復」「呼びかけ
とこたえ」などと関連付け
て考え、即興的に表現する
ことを通して、音楽づくり
の様々な発想を得ている。

③「音楽を形づくっている要
素」との関わりを踏まえ、
自然素材を用いて文様をど
のように表現したらよいか
思いや意図をもっている。

①土器文様の特徴に興味・関
心をもち、音素材の特徴を
生かし、音楽活動を楽しみ
ながら主体的・協働的に音
楽づくりの学習活動に取り
組もうとしている。

②土器文様の特徴と、「音楽
を形づくっている要素」と
の共通性に興味・関心をも
ち、当時存在した自然素材
を音素材として用いて、音
楽活動を楽しみながら主体
的・協働的に音楽づくりの
学習活動に取り組もうとし
ている。
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写真１　粘土への施文の例 写真２　粘土を並べて音を出す

写真３　用意した自然素材 写真４　学芸員による尼崎の遺跡の説明

写真５　土器文様の観察 写真６　発表
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２．５．１　指導と評価の計画（４時間扱い）

◎ねらい　〇学習内容・学習活動 　＊留意点　【評価規準】〈評価方法〉
第１時
◎いろいろな文様を付けてみよう

〇土器破片の個々の文様（写真で縄文土器破片・
弥生土器破片を観察）を観察しながら、粘土に
文様を付ける。

・映像を参考にしながら、貝、ヨシ（葦）、縄、板
などの工具を使って文様を付ける。

・板や縄の動かし方を工夫しながら文様を付ける。
・見本の粘土文様のうち、縄：回転、板：直線、板：

波状、貼り付け文は優先的に体験する。
〇粘土に付けた文様を声や体などで表現する。

〇発表をする。

＊中村が作成した参考動画を観ながら、
様々な文様に挑戦できるように支援
する。

＊児童の興味・関心に応じて工具を使
い文様がつけられるよう助言する。

＊文様から音楽づくりへの発想を促す。
＊声、体の動きなどの様々な表現方法

について助言する。
【態―①】〈行動観察〉

＊どんな文様から、どのような表現の
工夫をしているのか他のグループの
表現方法に気づかせる。

第２時
◎文様に合う自然素材で音をつけてみよう

〇音素材に親しむ。
・様々な音素材：豆類（アズキ、ダイズ）、コメ、

木の実（クルミ、クリ、ドングリ、トチノミ）貝、
ヒョウタン、ヨシ、鹿角、猪骨、石（サヌカイト）
に親しみながら、その特徴を知り、表現の工夫
を考える。

・前時の粘土に施文した文様に合う音素材を選択
する。

〇グループごとに施文した粘土を並べ、音素材で
表現する。

・文様と音楽の「音楽を形づくっている要素」から、
「強弱」「音の重なり」「反復」「呼びかけとこたえ」
などを意識して、粘土を並び変えてみたりする。

〇グループごとに発表をし、聴き合う。　　　　　

＊感染対策に留意し、豆や木の実等の
細かな音素材は個別に準備する。

＊猪骨、鹿角などは、苦手な児童には
配慮する。

＊並べ方や文様の重なりなどを工夫す
るように助言する。

【態―①】〈行動観察〉
＊「音楽を形づくっている要素」の何

に注目して音楽づくりを行ったのか、
説明できるように助言する。　

　【思－②】〈行動観察〉
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第３時（本時①）
◎縄文時代・弥生時代を知ろう

〇拡大年表から縄文時代・弥生時代の古さを知る。
〇学芸員から縄文時代・弥生時代の暮らしを聞く。
・土器発明の意義・土器に文様をつける意味を知る。
・配布された自然素材の説明を聞く。
・尼崎の縄文時代・弥生時代を知る。
〇弥生土器の文様展開を知る。
・土器の映像と黒板に描いた文様模式図と対応さ

せて、文様構造を理解する。
・書画カメラで映された土器の文様から、水平方

向に巡る文様が重なっていることを理解する。

◎土器の文様をもとに音楽づくりをしよう

〇弥生土器の文様をもとに音素材で音を出す。
・黒板の文様展開図をもとに、グループごとに貼

付円文・波状文・直線文を分担し横方向と縦方
向に表現する。

〇縄文土器の文様展開を知る。
・縄文土器の実物を観察する。
・展開写真をもとに個々の文様を識別したり、文

様の構造を考えながら展開写真の特徴をワーク
シートに記入する。

・グループで話し合いながら展開写真に書き込む。

＊尼崎の縄文時代・弥生時代について
興味・関心がもてるように説明する。

【知―①】【思―①】〈発言・記述〉

＊文様の特徴が捉えられるようにアド
バイスをする。

＊書画カメラで土器の文様を映し、水
平方向に一周する文様が重なってい
ることを説明する。

＊土器の映像と文様模式図と対応させ
て、文様構造が理解できるように支
援する。

＊中村が黒板に描いた弥生土器文様を、
グループごとに分担して、自然素材
で音を出すよう促す。

＊縄文土器と弥生土器に触れる際は、
丁寧に扱うよう助言する。　

【知－②】〈発言・記述〉

第４時（本時②）
〇縄文土器の文様をもとに表現する。
・教師とゲストティーチャーの参考演奏を聴く。
・第３時に作成した文様模式図をもとに、音素材

を選択し、曲の構成等を考えながら音楽づくり
をする。

〇１回目の発表をし、お互いに評価し合う。
・発表をもとに修正する。
〇２回目の発表をし、お互いに評価し合う。
・発表を聴き合いながら、文様と音楽を形づくっ

ている要素との関わりについて考える。

〇本時のまとめと題材の振り返りをする。
・ワークシートに記入する。

＊展開写真をもとに、音素材や声で分
担し、参考となるように即興で表現
する。　　　　【思―③】〈行動観察〉

＊発表時は、拡大展開写真を掲示し、文
様と演奏の関わりが視覚的に捉えられ
るように発表の並び方などを助言する。

　【態－②】〈行動観察〉

＊土器文様をどのように捉え、音素材
を選択し、音楽づくりを行ったのか
を記録するよう助言する。

＊指揮者は全体の構成や留意点を記入
するよう促す。

＊土器と音楽を組み合わせた学習につ
いて感想を聞き、本題材のまとめを
する。
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２．６　本題材に関わる教材等

３．音楽づくりの展開と作品事例の分析
３.１　縄文土器文様の特徴
　今回教材とした縄文土器は、栃木市平川遺跡（旧称：北堀之内遺跡）出土の縄文時代中

期の深鉢である。中村の視点から文様の特徴を挙げておく。以下の説明では、前稿（中村・

早川 2021）で使用した記号を細分して表記する。３単位の波状口縁を持ち（波頂部：《Ⅰ a》、

波底部：《Ⅰｂ》）、波頂部の下に隆帯による渦巻文《Ⅰｃ》が単位文として配される。また、

波底部の下の胴部には、上下に開いたＵ字状の沈線によるモチーフが配される《Ⅱ》。他に、

口縁部には波状口縁に沿って隆帯を巡らし、刻みを施している《Ⅲ》。また、渦巻文《Ⅰｃ》

①縄文土器・破片 國學院大學栃木学園参考館所蔵　土器１点、破片
②弥生土器・破片 尼崎市立歴史博物館所蔵　土器１点、破片
③土器展開写真 ３Ｄデータをもとに作成
④文様施文参考動画　中村耕作作成
⑤音素材　　　　　　縄文時代、弥生時代にあり得た自然物：豆類（アズキ、ダイズ）、コメ、

木の実（クルミ、クリ、ドングリ、トチノミ）、貝、ヒョウタン、ヨシ（葦）、
鹿角、猪骨、石（サヌカイト）など

⑥大型年表 國學院大學栃木短期大学人間教育学科子ども教育フィールド学生製作
⑦土器文様用工具 粘土、粘土板、粘土棒、施文具（貝、葦〔半管、丸管〕、板：櫛歯状工具）、

縄文原体（國學院大學栃木短期大学日本文化学科日本史フィールド学
生製作）

⑧ワークシート・振り返り記録　　
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から左右に刻みを持った隆帯が伸び、波底部で口縁部の隆帯に接続する《Ⅳ》。さらに、こ

のⅢ・Ⅳの間は２～３本の沈線が横位に施される（波状口縁部分は本数が増える）《Ⅴ》。また、

胴部には地紋としての縦位に長い条線が施されている《Ⅵ》。

３．２　各グループによる土器の特徴の読み取り
　まず、各個人のワークシートの展開図をもとに文様の特徴を観察したのち、グループご

とに特徴をまとめた。本題材では第２時の授業において「音楽を形づくっている要素」の

うち、「反復」・「呼びかけとこたえ」・「強弱」・「音の重なり」を集中して学んでおり、第３

時は、まず個人のワークシートに掲載した展開写真に、一番目立っている部分◎、文様が

重なっている部分▲、呼びかけとこたえの部分〇、反復（繰り返し）の部分☆に、それぞ

れの記号を記入した。次いで、グループごとに大きな展開写真に各自の観察結果をまとめた。

３. ３　グループでの音楽づくり
　第４時に実施した音楽づくりから、ここでは YouTube 動画で取り上げた４つのグループ

を抽出して、①展開写真の読み取り②児童が選択した音素材（注：アルファベット表記は

児童を示す）③表現方法について示す３）。

３．３．１　事例１（７名）

展開写真の読み取り

・《Ⅰａ》と《Ⅰｂ》を「強弱」

・《Ⅰｃ》と《Ⅱ》を「呼びかけとこたえ」

・《Ⅱ》の上と下のモチーフを「反復」

・《Ⅱ》の上下の弧線の中間の沈線を「重なり」

児童が選択した音素材

Ａ：貝	 Ｂ：コメ、ヒョウタン	 Ｃ：鹿角、サヌカイト

Ｄ：貝	 Ｅ：ヒョウタン、鹿角	 Ｆ：ヒョウタン、猪骨

Ｇ：サヌカイト、ヨシ（指揮者）

表現方法

　Ｇは右手にヨシ、左手にサヌカイトを持って指揮を始める。その指揮に合わせてメンバー

は音を出していく。はじめに指揮が《Ⅰ a》の輪郭に沿って左から右へ指していくと、全

員がそれぞれの奏法で、その上りは、だんだんと「強く」、下りは、だんだん「弱く」表

現していく。ＡとＤは２枚の貝をガリガリと擦り合わせ、Ｂはヒョウタンにコメを入れて



10　國學院大學栃木短期大學紀要

細かく振っていく。ＥとＦは鹿角や猪骨をバチにしてタタタタとヒョウタンを小刻みに叩

いていく。Ｃは鹿角でサヌカイトを細かく叩く。左から右へ移動する途中に３つの《Ⅰｃ》

部分になると、Ｇは指揮をしながら左手に持ったサヌカイトで黒板に置いてあるサヌカイ

トを叩き、Ａは２枚の貝をカスタネットのように合わせて叩く。Ｇの指揮が右端まで到達

すると、今度は指揮は左端に位置を変える。そして２回目は、《Ⅱ》の間の重なった沈線部

分をＧが左から右へヨシで指していく。そして１回目と同じように左から右へ指揮に合わ

せて音を出していく。G が展開写真を示す場所が１回目と２回目は異なっているため、奏

法は変わらないが、２回目は「音の重なり」を表現している。

３．３．２　事例２（７名）

展開写真の読み取り

・《Ⅰａ》と《Ⅰｂ》を「強弱」

・中央に書いた２本の縦線は３つの《Ⅰａ・Ⅰｂ》を分割して「反復」

・《Ⅱ》と《Ⅰｃ》を「呼びかけとこたえ」

児童が選択した音素材

Ａ：鹿角・サヌカイト	 Ｂ：アズキ・貝	 Ｃ：ヒョウタン・鹿角

Ｄ：ヨシ（指揮者）	 Ｅ：ダイズ・貝	 Ｆ：ヒョウタン・鹿角

Ｇ：サヌカイト

表現方法

　「反復」「呼びかけとこたえ」「強弱」に着目し、Ｄがヨシを指揮棒にして、左から右へ、

谷と山を交互に拍を取りながら展開図を指していく。右端まで表現した後は、表現した文

様をもとに、そのまま右から左へ戻って表現する。

　ヒョウタンを持っている児童とサヌカイトを持っている児童が２つのチームに分かれて

表現している。まずＣとＦが《Ⅰｂ》を「タン（♩）・タン（♩）」とヒョウタンを鹿角で

叩き、続いてＡ・Ｇが《Ⅰａ》を「タタ（♫）・タン（♩）」と、サヌカイトを鹿角で叩く。

この「呼びかけとこたえ」のパターンを３回叩くと、指揮は右端に達する。《Ⅰａ》のほう

が音高が高く、《Ⅰｂ》のほうが低い。すると D は指揮を右から左に変え、ＡとＧは、《Ⅰｂ》

「タタ（♫）・タン（♩）」から再スタートし、その後ＣとＦが《Ⅰａ》「タン（♩）・タン（♩）」と、

このパターンを３回繰り返す。右から左へ指揮が移動すると、リズムパターンも逆となる。

ＢとＥは、アズキやダイズを貝に入れ振る高さで「強弱」を表現している。
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３．３．３　事例３（６名）

展開写真の読み取り

・３単位の《Ⅰａ・Ⅰｂ》の上り下りを「強弱」、「反復」

・《Ⅱ》と《Ⅰｃ》「呼びかけとこたえ」

・《Ⅲ～Ⅴ》の線の重なりを「音の重なり」

児童が選択した音素材

Ａ：ダイズ、コメ、ヒョウタン	 Ｂ：ダイズ、ヒョウタン	 Ｃ：貝、サヌカイト

Ｄ：アズキ、ヒョウタン	 Ｅ：サヌカイト	 Ｆ：ヨシ（指揮者）

表現方法

　Ｆは最初２本のヨシを指揮棒にして、左から右方向へ３回指揮をする。１回目は、１本

のヨシで３単位の《Ⅰａ・Ⅰｂ》の輪郭に沿って指揮をし、もう１本のヨシは《Ⅱ》を示

しながら指揮をしていく。ＡとＢとＤは、輪郭をダイズ、アズキ、コメを入れた大小それ

ぞれのヒョウタンで、《Ⅰａ・Ⅰｂ》の上りはだんだん「強く」し、下りは「弱く」したり

小刻みにシャカシャカと振る。そして指揮が突起の部分を指していくと、ＣとＥがサヌカ

イトでカンと叩く。「弱く」→「強く」→カンは３回「反復」する。右端まで達すると、ブ

レスをとってから、２回目の表現に入る。

　２回目は、Ｆはヨシの指揮棒を１本にして、口縁部の刻み《Ⅲ》を指していく。その文

様の上り下りをＣとＥの２人が分担して表現する。最初にＣが貝をサヌカイトでガリガリ

と叩き、そのあとにＥがサヌカイトとサヌカイトでタタタタと叩く。ＣとＥが交互にソロ

で「呼びかけとこたえ」のように表現している。３回目は、１回目と２回目を組み合わせ「音

を重ねて」、全員で表現している。このパターンを３回「反復」して収束する。

３．３．４　事例４（７名）

展開写真の読み取り

・３単位の《Ⅰａ・Ⅰｂ》の上り下りを「強弱」、「反復」

・《Ⅱ》と《Ⅰｃ》「呼びかけとこたえ」、「音の重なり」

児童が選択した音素材

Ａ : ヒョウタン・ヨシ	 Ｂ：ヒョウタン・ヨシ	 Ｃ：ヨシ（指揮者）

Ｄ：貝・サヌカイト	 Ｅ：鹿角・サヌカイト	 Ｆ：アズキ・ヒョウタン

Ｇ：ヒョウタン・ヨシ

表現方法

　ヨシを指揮棒にしたＣは、展開写真の左から右へ３回指していく。１回目の指揮は、３つ
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の波状口縁の輪郭に沿ってゆっくりと指していく。１回目は土器の輪郭の山と谷（《Ⅰａ》

と《Ⅰｂ》）を「強弱」として捉え、山の上り下りを全員でそれぞれの音素材を細かく刻む、

振るという奏法を用いて「強弱」の変化を３回つけている。Ｆはアズキを入れたヒョウタ

ンを波状口縁の上に向かって高く上げながら振り、だんだん音を「強く」していく。他の

児童は各自の音素材を細かく振動させたり、叩いたりしながら同様に山に向かって強くし

ていく。「強弱」をつける中で、様々な音が混ざり合うことで「重なり」を意識している。

　２回目の指揮は、《Ⅱ》と《Ⅰｃ》を交互に指し、選択した音素材によって表現する文様

と奏法を使い分けている。サヌカイトを選択したＥが《Ⅱ》をタタタタ・・とサヌカイト

で細かく刻み、Ｄは貝をズルズルとサヌカイトで擦っていく。指揮が《Ⅰｃ》を指すとＡ

とＢとＧがヒョウタンをヨシでポンと強く叩く。２つの奏法の対比による「呼びかけとこ

たえ」と、大きな音で叩くことによる「強弱」に着目した表現は、最後に山に上ったとこ

ろまで３回繰り返された。

　３回目の指揮は２回目と同様に示し、前述した表現を繰り返した。

３．４　音楽づくりの考察
展開写真の分析と「音楽を形づくっている要素」との関わり

　どのグループもよく土器を観察し、展開写真から文様の特徴を捉えながら、「音楽を形づ

くっている要素」と結びつけて考えていることが考察できる。特に４つのグループが揃って

波状口縁《Ⅰａ・Ⅰｂ》を「強弱」として捉えていることは、これまでの筆者らの実践では

初めてである。また、突起部分＝《Ⅰｃ》を「強く」するという捉え方は、どのグループにも

共通していた。「呼びかけとこたえ」の捉え方は、上下のＵ字状の沈線《Ⅱ》と３つの突起

《Ⅰｃ》または、《Ⅱ》を構成する上向きの文様と下向きの文様として捉えたりしている。

児童が選択した音素材

　児童は前述した「音楽を形づくっている要素」との関わりから、音素材を選択している

ことが考察できる。コロナ禍における実践では、声で表現したり、ヒョウタンやヨシを吹

いて音高や抑揚をつけたり、音を保持したりすることは困難である。そのためヒョウタン

や貝に豆類を入れて振って「強弱」を表す、サヌカイトやヒョウタンなどを叩いて「強さ」

を表す、というような表現に傾いてしまう。また、ヒョウタンを叩く音とサヌカイトを叩

く音との響きの違いに着目し、「呼びかけとこたえ」との関連につなげるというくらいの活

用法となっていた。音高が出せる音素材を活用することができたら、さらに音楽表現も広

がっていたのではないかと考察する。
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音楽表現

　各グループとも指揮者を担当する児童はヨシを指揮棒にして、展開写真を指しながら進

行している。グループの児童は、その指揮に合わせ、それぞれの担当部分を選択した音素

材で音を出していく。事例２では、指揮を担当した児童が拍を感じながら指したためリズ

ムが生じているが、他の事例では、左右の進行方向にゆっくりと進行している。４事例と

も展開写真を左から右方向へ進行し、それを繰り返したり、また右に到達すると、また逆

に左へ向かって進行したりするという同じような表現となっている。指揮が突起の部分《Ⅰ

ｃ》を通過すると、ヒョウタンやサヌカイトを叩いて、その特徴を表現しているが、これ

も同様である。これは、第３時で弥生土器の文様を黒板に示して、グループごとに分担し

て音素材を使って表現した際、中村が左から右へ、右から左へと文様を指していったこと、

さらに、第４時に筆者らと太田教諭、学芸員が参考演奏を行った際に、左から右へと表現

したことの影響が強いと思われる。

　また、どのグループも前述したように、３つの波状口縁を「強弱」と捉えて、振る、叩

くといった奏法で表現している。このため、展開写真の分析では、いろいろな見方をして

いたが、選択する音素材が限定されてしまい、１．２冒頭で挙げた課題②と同様の問題が

発生している。

　一方、2019 年度の１～６年生で構成されていたグループによる演奏とは異なり、各グルー

プともに音の構成はシンプルかつ明瞭、「強弱」のメリハリも効いている。取り上げられた

文様の要素も各グループで概ね共通しており、冒頭で挙げた課題のうち、①の【知識・技能】

に由来した問題や、③の文様単位の把握の問題は６年生であればクリアできることを示し

ている。今回の評価規準では、【知識・判断・表現】②③、【主体的に取り組む態度】②が

達成できたといえる。

４．児童の振り返りから
　次に、児童が記入したワークシートと振り返り記録から、次の２つの観点について考察

する。なお、実践当日に時間の関係で実施できなかった振り返り記録は、後日、太田教諭

に依頼して実施して頂いた。回答数は欠席者を除く 56 人である。

４．１　考古学的内容について
　本実践は、大学・学校とともに地域博物館が加わった連携活動として実施した。考古学

的内容については、学芸員が地元の資料を用いて解説することで、題材を身近に感じて
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もらおうという趣旨であり、この点の評価のため２つの質問を行ったが、下記の通りその

目標は達成されている。また、縄文土器と弥生土器を比較する回答も少なくなかった。２. ４

で示した評価規準の【知識・技能】の①、【思考・判断・表現】の①は達成されていると評

価できよう（質問３は省略）。

質問１：尼崎の縄文・弥生時代のお話を聞いて、わかったことや、思ったことを教えてく

ださい。（自由記述、主な回答をまとめて集計）

わかったこと

・市域が縄文時代には海だったこと（14 人）

・学区内から遺跡が見つかっていること（９人）

・尼崎から土器・遺跡が見つかっていること（７人）

・食べ物・調理のこと（７人）

・弥生土器との比較（５人）

・土器を焼いて硬くしていること（３人）　など

思ったこと

・すごい・驚き・賢い（８人）

質問２：本物の縄文土器や弥生土器を見たり触れたりしましたね。その時思ったことや感

じたことを教えてください。（自由記述、主な回答をまとめて集計）

・ざらざら・がたがた・デコボコ・ごつごつ・つるつる・頑丈など手触りについて（24 人）

・大きい・重い・軽いなど大きさ・重量について（23 人）

・弥生土器との比較（７人）　など

４．２　考古学と音楽づくりについて
　次に、異分野との融合という本プロジェクトの目的の評価のため、（１）粘土の施文体験

と音楽づくりとの関連（２）土器の文様と「音楽を形づくっている要素」の共通点（３）

授業の感想　の３点に関する質問項目の回答から、本実践の有効性を検討したい。

質問４：初めに粘土で色々な文様をつける練習をしたので、18 日（金）本物を見た時、文

様がどのようにつけられたかわかり、興味をもつことができましたか？」（選択肢３つ）

　①とてもよくわかり、興味をもった（21 人）

　②少しわかり、少し興味をもった（32 人）

　③よくわからず、興味がもてなかった（２人）

　無回答（１人）
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　この結果から、①と②を合計すると、ほぼ９割以上の児童にとって、第１時に実施した

粘土での施文は、文様の理解や興味につながっていると考察できる。

質問５：事前に粘土に文様をつけたり、粘土を並べた音楽づくりをしたことで、18 日（金）

の土器の文様をもとにした音楽がつくりやすくなり、わかりやすくなりましたか？（選択

肢５つ）

　①とてもそう思う（18 人）

　②そう思う（19 人）

　③どちらともいえない（14 人）

　④あまりそう思わない（３人）

　⑤思わない（０人）

　無回答（２人）

　①と②と合わせると６割以上の児童が有効であったと回答しているが、一方３割の児童

は、③「どちらともいえない」と回答している。この結果から、文様の理解につながって

いたが、音楽をつくっていくことは、児童にとって難しかったのではないかと考える。

振り返り１：土器の文様と音楽の共通点を書いてください。（自由記述）

　47 人が「音楽を形づくってる要素」を書いていた。このうち 31 人が２～４つの複数の

要素を回答し、さらにそのうち 14 人が４つの要素を回答している。その記述を分類する

と、「強弱」28 人、「音の重なり」21 人、「リズム」２人、「反復」（繰り返し）31 人、「呼

びかけとこたえ」24 人となっている。他に「上がったり、下がったり」４人、「ない」１人、

無回答１人であった。「上がったり、下がったり」と記入している児童は、展開写真の３つ

の波状口縁の上り下がりを「強弱」として捉えたことが印象に残ったと考えられる。

　児童の半数以上が「反復」（繰り返し）を共通点として捉えている。この結果を本実践の

評価規準と照らし合わせてみると、個人差はあるものの【思考・判断・表現力】の②③が

概ね達成できたのではないかと考察する。

振り返り２：18 日（金）の授業の感想を書いてください。（自由記述）

　キーワードを抽出し整理してみると、①土器について　②土器と音楽との関わり　③「音

楽を形づくっている要素」　④音素材　⑤グループでの協働　に分類することができた。さ

らに、これらの記述を評価規準をもとに考察すると、児童は本実践を通して、それぞれの

学びを深めていることがわかる。以下、児童の感想を抜粋して紹介する。（記述は原文ママ）

①土器について→知識・技能

・縄文土器が写真でみるより思った以上に大きくてビックリしました。
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・土器をさわったり、もったりして楽しかったです。土器のことについてたくさん知った。

・土器は、いろいろな文様や使い方、種類があることと、いろんな場所で発見されてい

ることが分かりました。とても楽しく、歴史のことをもっとしりたくなりました。

②土器と音楽との関わり→思考・判断・表現

・初めは、土器の文様で音楽なんて無理だと思っていたけど、いざやってみると、新し

い音ができたりしていて、すごいと思いました。

・土器の文様が音楽の強弱や反復、よびかけ、答えになっていたことを知れた。土器の

文様を音楽にすると、とてもおもしろかった。土器について色々なことを具体的に知

れました。少し興味をもてました。

・音楽といっしょに歴史を学べてまさに一石二鳥な授業だった。

・昔の人の土器や音楽の楽しみ方がわかった。とくに土器が音楽には共通することが分

かった。

③「音楽を形づくっている要素」→思考・判断・表現

・よびかけとこたえ、音の重なり、反復、強弱が前よりさらに分かった！最初はむずか

しいなと思ったけど、音楽づくりが楽しかったです！またやってみたいなと思いまし

た。

・音のかさなりやリピートの意味も分かって本当にすてきな音色がきけてよかったです。

④音素材→思考・判断・表現

・いろんなもの（食べ物、ねんど、植物、動物の骨）にさわったりしてたのしかった。

・いろいろなものを使って、文様をあらわすのが楽しかった。

・今日の授業は色んな素材をつかって音楽をえんそうするのはとても楽しかったです。

⑤グループでの協働→主体的に学習に取り組む態度

・チームで案を出し合い、いろんなことをして演奏した。楽しかった。

・みんなが作った音が重なりあって一つの音楽になりました。

・どのはんも上手でびっくりしました。おもっていたより上手にできたので、よかったし、

いろいろなどうぐをあわせるときれいな音がでることがわかりました。

　以上の児童の振り返り記録から、粘土に施文する体験は、土器や文様を理解することに

つながっていくと思われるが、音楽づくりへとつなげていくには難しさも否めない。

　様々な音素材との出会いは、児童にとっては新鮮で楽しい活動であり、縄文時代の生活

を知ることにもつながったと評価できる。

　自然素材を活用して土器文様を音楽づくりへとつなげるために、本実践では、「音楽を形
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づくっている要素」と関連づけて実践したが、その点に関しては児童の理解は得られたと

思われる。しかし、音楽づくりの内容として分析すると、音素材を叩く、振るといった奏

法に限定されがちであり、文様の特徴を捉えて表現するには難しさもある。さらに、文様

にそって音を出すということから、脱出できていないのが課題となった。

５．事後検討会
　本実践後、同校音楽室において、筆者ら、太田教諭、高梨学芸員、新里学芸員、そして

指導助言者として授業参観をしていただいた音楽教育研究者の牧野淳子氏を交えて事後検

討会を実施した。

５．１　博物館からのコメント
　高梨学芸員からは、「博物館にある歴史資料の尼崎市内から出てきた土器を授業に活用す

るという立場は、文化庁が進める地域の文化財を市民に還元していく、活用していくこと

と合致するので、今回の授業では、うちの方としても協力できて非常に有難い」「これから

博物館の活動で、子どもたちに歴史を教えるなかで、新しい視点が持てたという意味では、

とても有意義な授業だった」「細かいところでいうと情報量が多すぎた」、実際に尼崎の縄

文・弥生時代の説明をお願いした新里学芸員からは「もう少し絞って説明できたらよかった、

子どもに何が印象に残ったかお聞きしたい」とのコメントを得た。

　太田教諭や牧野氏からも、地元の遺跡を取り上げたことや、悠久の生命・時間という視

点をもって生活したいという気持ちになったという点で評価を得た。

５．２　音楽教育の観点からのコメント
　牧野氏からは、音楽教育や音楽づくりの観点より、次のような指摘をいただいた。

「「社会科と音楽科」「縄文と音楽」という題材を成立させるための接点として、「縄文土器文

様」と「音楽を形づくっている要素」に着目したことには独自性はあるが、やはり、その関

連付けには無理があるのではないか。子どもたちの自由な発想を生かして創造的に音楽をつ

くっていく「音楽づくり」の活動においては、土器文様から何らかの発想を得たり、文様を

楽譜と見立てることはあり得るが、両者の結びつきに、音楽的または考古学的な意味を見出

すことは難しい。しかし、子どもたちが、「音楽を形づくっている要素」を視覚的に捉えよ

うとすることから、音を音楽へと構成することへの理解が深まっていると見受けられた。

　また、縄文時代に存在し得た自然素材のみを用いることについては、音素材の探求や音
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の特徴を生かした表現活動としては意味がある。

　音楽科授業（音楽づくり）の観点からは、今回の関連付け方の必然性や意義について再

考察する必要があるが、子どもたちの感想や表情からも読み取れるように、土器を客観的

事物として眺めているだけでなく、それをもとにした音楽づくりを体験することにより、

遠い存在であった縄文文化に主体的に関われたと思う。」

６．成果と課題
　本実践は、文様構造の「反復性」と「音楽を形づくっている要素」の「反復性」という

共通点を表現の普遍性と捉え、「土器の文様構造」と「音楽の構造」に着目しスタートした

ものであった。音楽専科の太田教諭の協力を得て粘土に施文するなど時間を確保し、音楽

の分野で複合的な授業を試みた。

　その結果、地元の遺跡・歴史に対する関心、「音楽を形づくっている要素」を利用した土

器の文様の読み取り、読み取った文様構成をもとにした明瞭な音・音楽への変換という点

で、当初の課題の多くを達成することができた。一方、自然素材に由来する表現幅の狭さや、

創造性というこれまでの課題は引き続き残された。

　さらに、今回、縄文土器の文様構造と音楽の構造とを結びつける点、また、仮に今後縄

文土器文様をもとに創造的な音楽ができたとしても、それはもはや縄文文化とは関係ない

のではないかという、そもそものプロジェクトの前提への疑義が示された。

　このうち、土器文様と音楽の構造の類似については前稿（中村・早川 2021）でも検討し

たように、人間の表現活動において共通する部分があるのではないかという前提は必ずし

も撤回する必要はないと考えている。但し、「音楽を形づくっている要素」の中には近代西

洋音楽という個別歴史性の強い要素も含まれているという音楽史的な指摘も得ているので

そうした部分への配慮は必要であろう。また、今回のようにあえて音楽の構造（「音楽を形

づくっている要素」）を用いる必要があるかについても再検討を要する。

　一方、後者は、博物館での様々な創作活動の意味を問う指摘につながる。美術館での絵画・

彫刻製作や、考古博物館での土器の模倣製作とは別に、例えば、オリジナルの土偶や埴輪

作り、さらには博物館や地域の遺産を見学した上でのオリジナルの文芸作品づくりなどの

活動の意味付けという博物館教育に関わる課題でもある４）。

　以上の課題をふまえ、今後は、音楽科以外の学校教育現場や、博物館その他学校以外の

場での実践において、〈縄文×音楽〉の可能性を研究していきたい。
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【註】
1）既報告については可能な限りリサーチマップの中村のページで PDF 版を公開している。https://

researchmap.jp/kousaku-n/jomon-music/
2）https://youtu.be/6Wt1oJk1_3s（YouTube の「中村耕作」チャンネル内）
3）前稿では作品の理解のために五線譜化して示したが、西洋音楽の記譜法であることや、楽譜化（固定化）

によって即興性が失われるのではないかという点で一部誤解が生じた。本稿では作品自体の映像（事
例によって抜粋有り）を公開することから、分析結果だけを提示する。

4）本稿の概要については考古学研究会第 67 回総会・研究集会（2021 年 4 月）でのポスターセッション
「考古学と音楽教育の連携２－縄文土器の文様構造をもとにした音楽づくりの試み－」として発表し、
考古学研究者の立場から好意的なコメントを得たが、最後の課題については引き続き検討を要する。
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